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地方独立行政法人市立秋田総合病院　令和５年度計画 

 

　地方独立行政法人市立秋田総合病院第２期中期計画の最終年となる令和

５年度では、当法人の理念および基本方針の下、地域の中核病院として、

急性期医療を担うとともに、公的医療機関として政策医療を提供する使命

 を果たします。

　そのため、がん診療をはじめとした高度・専門医療や小児・周産期医療

などの提供に加え、救急医療、精神医療、結核医療、感染症医療などの政

 策医療を提供し、市民の健康の維持および増進に努めます。

　令和２年から続く新型コロナウイルス感染症は、本年５月に分類の見直

しが想定されているが、引き続き必要な感染対策を講じ、市民の皆さまに

安心して受診いただけるよう努めます。また、令和４年10月の新病院開院

により、新たに整備した医療機器の活用や新たな手技等の取得に努め、良

 質で安全な医療を提供します。

 理念 

　市立秋田総合病院は、すべての人々の幸福のため、良質で安全な医

療を提供し続けます。 

基本方針 

１　常に医療水準の向上に努め、地域の中核病院として多様化する医

　療への要望に応えます。 

２　患者さんの権利や意思を十分に尊重し、診療情報の提供による相

　互理解に基づく医療を行います。 

３　医療の安全のさらなる向上に努め、患者さんが安心できる医療を

　行います。 

４　職員にとり働きがいのある就労環境の整備に努め、質の高い医療

　人を育成します。 

５　業務の改善と効率的な運営に努め、健全で安定した経営基盤を確

　立します。
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第１　市民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目

標を達成するためとるべき措置 

　１　良質で安全な医療の提供 

　地域における中核的な公的医療機関として、市民の多様なニーズに

応え、また市民の健康の維持および増進に寄与するため、医療機器の

整備等により、がん・脳卒中・急性心筋梗塞・糖尿病・精神疾患の５

疾病のほか、感染症に対応する医療や救急医療などを提供するととも

に、不整脈治療の拠点病院としてカテーテルアブレーション治療を引

き続き推進します。また、その取組内容を適宜ホームページ等を用い

て公表します。 

　(1) 高度・専門医療の提供 

　当院の行う高度・専門医療を充実させ、最新・最適な医療を提供

するため、専門的な研修の受講等により医療従事者の専門性を高め、

診療機能の向上に努めます。 

ア　がんへの対応 

　がん治療にあたっては、専門家からなるチーム医療を通じて、

診療ガイドラインに準拠しながら個々の患者に最適な治療を選択

します。外科的治療をはじめ、低侵襲の非外科的治療、化学療法、

放射線治療等の集学的治療を効果的に実施し、適宜緩和ケアを提

供します。また、中核病院である秋田大学医学部附属病院と連携

し、がんゲノム医療を推進します。 

　また、秋田県がん診療連携推進病院としての責務を果たすべく、

各領域におけるがん診療とその精度向上に努め、適宜治療成績の

開示を行います。 

　さらに、医療機関として適切ながん情報の提供に努めるととも

に、がん患者への指導、遺伝相談を含めたカウンセリング、就労

支援等を通じて、患者満足度の高い治療が行われるよう努めます。 

        【目標指標】 

令和３年度実績  令和５年度目標
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 がん手術件数 580件 600件

 化学療法件数 3,494件 3,700件

 化学療法延べ患者数 686人 800人

 放射線治療件数   
 1,939件 3,500件 
 （体外照射法）

 放射線治療延べ患者数   
 78人 150人 
 （体外照射法）

イ　脳卒中への対応 

　急性期の脳梗塞患者対応について、夜間休日を含む24時間のＣ

Ｔ・ＭＲＩ等の画像診断などの緊急検査体制と早期治療体制を維

持するとともに、入院早期からリハビリテーションを積極的に実

施し、ＡＤＬの改善に努めます。  

        【目標指標】 

令和３年度実績 令和５年度目標

 脳梗塞入院１週間以内の   
 15.2 15.0 
 リハビリ強度＊１

　　　　　＊１･･･分母：１週間以上入院した急性期脳梗塞症例数 

　　　　　　　　 分子：上記患者の入院７日目までのリハビリテーション施行

　　　　　　　　　　　 単位合計 

ウ　急性心筋梗塞への対応 

　急性心筋梗塞に対し、24時間対応が可能な冠動脈カテーテル治

療と、それに続くＩＣＵ（集中治療室）での管理により、引き続

き高い救命率の維持に努めます。 

        【目標指標】 

令和３年度実績 令和５年度目標

 急性心筋梗塞急性期Ｐ   
 7.7％ 5.0％以下 
 ＣＩ実施患者死亡率＊２

※分母となる件数が少ないため、令和５年度より目標数値は中期 

計画期間中の合計件数から算出することとします。 

　　　　　＊２･･･分母：急性心筋梗塞退院患者のうち、急性期ＰＣＩ（心臓カ

　　　　　　　　　　　 テーテル治療）が施行された患者数 

　　　　　　　　 分子：上記の患者のうち、14日以内に死亡した患者数       
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エ　糖尿病への対応 

　チーム医療による食事療法、運動療法、薬物療法等の糖尿病治

療を提供します。また、予防目的を含めた糖尿病教室については、

引き続き感染症対策に努め、定期的に開催することにより、患者

 の生活習慣改善への啓発に努めます。

        【目標指標】 

令和３年度実績  令和５年度目標  

 糖尿病教育入院件数 41件 60件  

 糖尿病看護外来受診者   
 206人 200人 
 数

オ　精神疾患への対応 

　精神科の閉鎖病棟を有する市内で唯一の総合病院として、重篤

 な精神疾患患者に対応します。

　身体合併症を有する精神疾患患者への対応病院として、総合病

 院に求められる精神医療の充実に努めます。

　また、統合失調症や気分障害などの急性期入院治療、その他の

精神疾患への外来・入院治療に積極的に取り組みます。 

　さらに、基幹型認知症疾患医療センターとして、認知症に関す

 る各種相談、鑑別診断および専門医療を行います。

        【目標指標】 

令和３年度実績 令和５年度目標

 院内他科入院中の精神科    
 198.7％ 190.0％ 
 診察依頼頻度＊３

 精神科病院からの身体疾    
 4.0％ 4.0％ 
 患受入頻度＊４

 精神科リエゾンチーム加   
 369件 400件 
 算算定件数

 認知症ケア加算算定件数 146件 160件

　　　　　＊３･･･分母：総病床数 

　　　　　　　　 分子：院内他科入院患者の精神科依頼件数 
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　　　　　＊４･･･分母：総病床数 

　　　　　　　　 分子：精神科病院入院からの身体疾患受入患者数 

(2) 救急医療の提供 

　二次救急医療機関として、急性心筋梗塞、急性腹症、脳梗塞、心

肺停止、ショック、薬物中毒等の重篤患者に対する24時間365日の対

応を継続し、ＩＣＵにおける集中治療を行います。　 

　また、引き続き感染症対策に努め、救急隊員などを含めた合同カ

ンファレンスを定期的に開催し、受入れできなかった事例の検証を

行うなど、救急搬送患者受入体制の強化に努めます。 

【目標指標】 

 令和３年度実績 令和５年度目標

 救急搬送患者受入件数 2,604件 2,500件

救急搬送受入率 97.4％ 99.0％

(3) 採算性は低いが公的医療機関として担うべき医療の提供　 

　採算性が低く民間医療機関では提供が不十分な医療については、

市が設置する医療機関の公的使命として、今後も継続して提供しま

す。 

・救急医療 

・結核医療 

・精神医療 

・感染症医療 

・小児医療 

ア　結核医療 

　秋田周辺医療圏内で唯一の結核病床を有している医療機関とし

て、引き続き結核医療を提供します。 

　また、今後増加することが予測される潜在性結核感染症患者の

診断と治療に積極的に取り組みます。 

イ  精神医療 

  (1)のオの精神疾患への対応のとおり、精神医療の充実に努め

ます。 
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ウ  感染症医療 

  秋田周辺医療圏で不足している第二種感染症病床の提供体制を

確保し、地域において第二種感染症（ＳＡＲＳ、ＭＥＲＳ等）へ

 の対応が求められる場合に備えます。

(4) 健診体制の充実 

　市民の疾病の予防および早期発見・早期治療のため、検査項目の

設定および利便性の充実について、ニーズにあった検査項目を提供

するとともに、人間ドック受診者へのホスピタリティーの向上を図

ります。特定健診・特定保健指導や企業健診の受託数の増加に努め

 ます。

　また、受診者の精密検査受診状況を追跡調査により把握し、精密

検査未受診者に対して受診勧奨を行います。 

【目標指標】 

 令和３年度実績 令和５年度目標

 特定健診受診者数 212件 300件

特定保健指導件数 55件 50件

(5) 医療安全対策等の強化 

ア　医療安全対策の強化 

　医療安全推進室による定期的な院内巡回、事象監査等によるア

クティブサ－ベイランスにより、積極的なインシデント・アクシ

デント事象の把握、分析および対策の立案と毎月開催する医療安

全対策委員会での協議および結果の周知等を行うことにより、医

療安全対策の強化に努めます。 

　インシデント報告が少ない職種への対策としては、多職種によ

る報告体制を強化し、病院全体として安全な組織づくりを目指し

ます。 

　全職員に向けて、ｅ－ラ－ニングを用いて年２回以上の研修受

講を義務付けるとともに対象職員を限定した医薬品や医療機器の

安全使用のための研修などを実施し、職員の意識向上を図ります。 

なお、ｅ－ラ－ニングを利用できない職員には集合研修の実施を
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検討します。 

　院内暴力については、警備員の配置を継続し、暴力の抑止およ

び院内暴力発生時の患者・来院者・職員の安全確保に努めます。 

　新病院移転による施設設備の変更、新しい機器の導入、電子カ

ルテ変更のため、各部門と協力し医療安全に関わる手順やマニュ

 アルを改訂・整備し、職員への周知に努めます。

【目標指標】 

 令和３年度実績 令和５年度目標

 インシデント報告数 1,127件 1,200件

 医療安全研修職員受講率 100％ 100％

 転倒転落レベル２以上   
 0.077％ 0.070％以下 
発生率＊５

　　　　　　＊５･･･分母：入院延べ日数 

　　　　　　　　　 分子：入院患者転倒・転落レベル２以上該当件数 

イ　院内感染防止対策の強化   

　令和２年度の新型コロナウイルス感染による院内クラスター発

生を踏まえ、職員の体調管理、手指衛生などの標準予防策、使用

 する機器の消毒など、感染防止対策の徹底を継続します。

　また、毎月開催する院内感染対策委員会や感染制御チームによ

る週１回の院内巡回（環境ラウンド等）により、院内感染に係る

情報の収集、調査、分析、対策の立案等を行い、感染対策専用掲

示板や院内情報ネットワークの活用により情報の周知に努めて院

内感染の防止を図ります。 

　また、職員の院内感染についての知識の習得と意識の向上を図

るため、全職員に対し年２回以上の研修受講を義務づけるととも

に、手指衛生等の徹底を図ります。 

　さらには、感染防止対策に係る地域連携の一環として、連携病

院の評価を受け、感染防止対策の強化に役立てます。 

　抗菌薬適正使用支援チームにおいては、カンファレンスを開催

し、抗菌薬の適正使用が必要と思われる患者に対し早期に介入で
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きるように努めます。また、主に抗菌薬に関わる職員を対象とし

た研修会を年２回以上開催し、知識の向上に努めます。 

        【目標指標】 

 令和３年度実績 令和５年度目標

感染対策研修職員受講率 100％ 100％

(6) 女性と子どもに優しい病院づくり 

　女性特有の疾患に対する医療や小児医療の充実を図り、女性と

子どもに優しい病院を目指します。 

ア　女性に優しい病院づくり 

　乳がん、子宮がんや女性特有の泌尿器系疾患等に対する医療の

一層の充実を図るとともに、日中に来院できない市民のため、夕

方に秋田市の乳がん・子宮頸がん検診を行う「夕暮れ乳がん・子

宮頸がん検診」を引き続き実施するなど、女性が受診し、相談し

やすい医療環境の整備に努めます。 

　さらに、遺伝性乳癌卵巣癌症候群（ＨＢＯＣ）診療体制を構築

 し、家族も含めた総合的診療を行います。

イ　小児医療体制の充実 

　秋田市の出生数が年々減少していく傾向にあって、大切な小児

を守るため、充実した小児医療体制の維持を図ります。 

　小児科医が平日24時間診療を行う小児科救急については、小児

科救急運営会議の定期開催を継続し、より円滑な運用に努めます。 

　また、専門外来については、令和元年度に開設した、出生後の

赤ちゃんやお母さんの子育てについてサポートする「母と子の外

来」、親ががんや難病などの時にどうかかわるかをサポートする

「子ども達のためのサポート外来」、ＬＧＢＴで性別に違和感の

悩みを持つ患者を診察する「虹外来」のほか、それ以前から実施

している「アレルギー外来」、「子どもの心相談外来」、発達障

害のある子どもの治療や支援を行う「発達外来」を引き続き実施

します。 

　さらに、ＬＧＢＴに対する偏見をなくすため、学校等への講演
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活動に努めます。 

        【目標指標】 

 令和３年度実績 令和５年度目標

小児救急受診者数 3,787件 4,000件

　　　ウ　産科医療の充実 

　緊急母体搬送の受入れを行うほか、合併症妊娠、切迫流早産、

重症妊娠高血圧症候群の管理を行うなど、正常分娩以外にも対応

し、安全で快適な出産環境を提供します。 

　また、秋田県医師会が実施する「妊娠中からの子育て支援事

業」、秋田市が実施する「秋田市版ネウボラ」とも連携して患者

の妊娠・出産・育児に関する悩み等に対応します。 

　さらに、母と子のメンタルヘルスケアに対しても、当院精神科

と連携し、積極的に取り組みます。 

　　　エ　遺伝カウンセリング外来などの運営 

　遺伝病又は遺伝子が関係する疾病から生じる問題に関しては、

遺伝カウンセリングの連携保険医療機関として、遺伝カウンセリ

ング認定施設である秋田大学医学部附属病院と連携を図りながら、

各種疾患については各科の主治医と情報共有しながら遺伝カウン

セリングを施行し、遺伝病などに関する詳しい情報や専門的な情

 報を提供するとともに、心理面のサポートを行います。

オ　病児保育施設の運営  

　子育て世代が安心して働くことができるよう、病児保育施設を

運営し、病児の保育を行います。 

　また、市内の保育所、幼稚園、小児医療機関および企業等へ病

児保育施設のＰＲ活動を行うとともに、ホームページの充実や随

時の園開放により施設の周知に努め、利用登録者数の増加を図り

ます。 

(7) 高齢者に対する適切な医療の提供 

　いくつもの疾病を併せ持つ高齢者に対して、各診療科が緊密に連

携して総合的に対応するよう努めます。 
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　また、長寿化に伴い、高齢の認知症を含む精神疾患患者が増加し

ていることから、身体合併症を有する精神疾患患者への対応病院と

して、その機能を果たします。 

　もの忘れ外来では、認知症の早期発見・早期治療に努めるほか、

基幹型認知症疾患医療センターとして、認知症に関する各種相談、

鑑別診断および専門治療を行うとともに、地域の医療機関および介

護施設と連携し、急性期治療後の医療又は介護をスムーズに継続す

ることができるよう支援します。 

　がん患者の40%は75歳以上の高齢者であり、その多くは種々のリス

クを持つことから、治療後の生活の質を十分に配慮し、放射線、内

視鏡治療などの低侵襲性治療も選択肢として提示します。 

　さらに、運動器障害を有する高齢者に対しては、適切に傷病の治

療を行うとともに、急性期リハビリテーションおよびその後の回復

期リハビリテーションの充実を図り、高齢者の残存機能を維持し、

自立した生活への復帰を促します。 

　高齢者に頻発するフレイルやロコモティブシンドロームについて

は、その啓発に努めるとともに予防のためのリハビリテーションを

行い、健康寿命の延伸を図ります。 

　高齢者や認知症を有する患者に対し、精神科リエゾンチーム、認

知症ケアチームが介入し、入院生活を円滑に送れるようなサポート

 を行います。

(8) 患者の視点に立った医療の実施 

　患者や家族が納得して医療を受けられる体制を充実させるととも

に患者サービスの向上を図ります。 

ア　患者やその家族の権利の尊重 

　患者やその家族に対して治療方針や治療経過等を丁寧にわかり

やすく説明し、納得の上で治療方法を選択することができるよう、

インフォームド・コンセントの更なる充実に努めます。 

　また、患者が当院の担当医師と別の意見を求める場合には、セ

カンドオピニオンとして必要な診療情報と検査成績等を提供し、
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医療を自由に選択できる患者の権利を守ります。 

イ　患者サービスの向上 

(ｱ) 患者待ち時間の短縮 

　外来診療における待ち時間の短縮と混雑を解消するため、新

患、再来すべての外来診療の完全予約制を引き続き実施します。 

　また、患者待ち時間調査を行い、その調査結果と外来の患者

満足度調査の結果を基に、医療機能・患者サービス向上委員会

において待ち時間の短縮および待ち時間の苦痛軽減策について

の検討を継続します。 

　さらに引き続き地域医療機関と連携して逆紹介を推進するこ

と等により受診患者数の適正化を図るとともに、再来予約運用

の徹底に努め、加えて、医師事務作業補助者（医療クラーク）

を適切に配置することで業務効率化を図り、待ち時間の短縮に

努めます。 

　　【目標指標】 

 外来患者待ち時間 令和４年度実績 令和５年度目標

予約時間枠の最初の時        　　　　

間から診察開始時間ま 　　　　　27分 　　　30分以下

での平均時間　　

予約時間枠内を待ち時                  　　　　

間無しとして診察開始 　　　　　11分 　　　15分以下

時間までの平均　

       　　※調査対象日：12月最初の月曜日～金曜日 

(ｲ）患者満足度調査の実施 

　引き続き入院患者および外来患者に対して患者満足度調査を

実施し、その結果を基に各部署において、対応策を策定すると

ともに、医療機能・患者サービス向上委員会において、患者サ

ービスの向上についての検討を行います。 

【目標指標】 

令和４年度実績 令和５年度目標
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入院患者満足度   
 97.3％ 98.0％ 
（満足＋やや満足）

外来患者満足度   
 94.6％ 98.0％ 
（満足＋やや満足）

(ｳ) 入退院支援の実施 

　令和４年10月に新設した患者サポートセンターにおいて、患

者の利便性向上と患者支援機能の充実を図るとともに、機能拡

 充に努めます。

　入院予定の患者に対し、入院前から支援を開始し、治療後も

住み慣れた地域で暮らせるよう切れ目のない患者支援を多職種

 が連携し実施します。

　入院前に入院中のイメージができるような説明や入院生活が

安全に送れるようなリスクアセスメントを実施するとともに、

退院後の社会保障制度の活用が必要な患者への退院調整、院内

外および家族を含めた合同カンファレンスの開催などに努めま

 す。

(ｴ）接遇に関する研修の実施 

　全ての職員が患者および来院者の立場に立った、心のこもっ

た接遇を実践できるよう、外部講師等による接遇研修を実施す

るとともに研修委員会において、現状の点検を行い、接遇マナ

 ーの向上を図ります。

(ｵ）院内環境の整備 

　患者および来院者に快適な環境を提供するため、施設設備の

整備や修理を計画的に実施します。 

(ｶ）病院広報の充実 

　当院の医療および患者サービスに関する情報を患者、地域住

民および医療関係者に広く発信するため、引き続き広報活動に

努めます。 

　病院広報誌により当院の特色、取組などを発信するとともに、

来院者があらかじめ病院に関する情報を入手し、安心して病院
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を利用できるよう、ホームページに掲載する病院案内、治療実

績などの情報を正確かつ迅速に更新するよう努めます。また、

厚生労働省が全国の病院に公表を求めている各項目の治療実績

についても、引き続きホームページを通じて公表します。 

(ｷ）院内行事の実施 

　感染症対策に十分に配慮した上で、院内において音楽会や病

院祭を開催し、患者および来院者に安らぎや喜びの場の提供を

 図ります。

【目標指標】 

令和４年度実績 令和５年度目標

音楽会、病院祭の開催数 0回 1回

    (9) 病床機能の検討 

　国の医療政策の動向や方向性を見極めるとともに、地域医療構想

調整会議での検討結果を注視しつつ、令和４年10月に新設した感染

 症病床と緩和ケア病棟の活用に努めます。

　２　医療に関する調査および研究 

　がん登録、登録患者の予後調査、ＩＣＤ疾病登録・ＮＣＤ登録など

の治療実績や医療に関するアンケートなどの各種情報の蓄積および管

理を行います。研究に供するため、それらの情報を医師等に提供する

とともに、がん登録情報等をホームページへ掲載し情報開示をすすめ

ます。 

　また、診断、治療等に応用するための臨床研究について、倫理委員

会の承認を受けた上で実施します。 

　さらに、新薬の開発等に貢献し、治療の効果および安全性を高める

ための治験を治験審査委員会の承認を受けた上で実施します。なお、

倫理委員会および治験審査委員会の審査結果についてはホームページ

で公表します。 

　３　人材の確保と育成 

　良質で安全な医療を提供し、当院が担うべき医療機能を充実させる

ために必要な人材の確保および育成を図ります。 
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(1) 医療職の人材の確保 

　優秀な医療職の人材を確保するため、ホームページ等様々なメデ

ィアによる効果的な情報発信を実施するとともに、院内保育所の運

営など、職員にとって働きやすい就労環境の充実に努めます。 

　また、医師又は看護師が本来の業務に専念することができるよう、

負担軽減に係る体制を維持します。特に医師については、引き続き

医師事務作業補助者の配置などにより負担軽減を図ります。 

ア　医師 

　大学などの関係機関と連携を進めるとともに、一定の条件を満

たす医師については正職員化を図り、医師の確保に努めます。 

　また、教育研修プログラムの一層の充実により、臨床研修医の

確保を図ります。 

イ　看護師 

看護師養成機関との連携、就職説明会への参加、病院見学会の

随時実施、採用試験の適宜実施等により看護師の確保に努めます。

 また、認定看護師等資格取得のための支援を行います。

ウ　医療技術者 

　医療環境および業務量の変化を見極め、それぞれの職種におい

て適正な人員の配置に努めます。 

【目標指標】 

令和３年度実績 令和５年度目標

医師事務作業補助者 29人 30人

        （注）３月１日時点 

(2) 人材育成 

　職員研修規程に基づく組織的な研修実施体制により、職員全員に

対し、それぞれの職種や職責に応じた研修を実施するとともに、医

療等の専門知識の向上および新たな医療技術の習得のため、学会や

研修会等への積極的な参加を促します。 

　また、職務上必要な専門資格や認定資格の取得を支援します。 

　４　地域医療への貢献 
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　地域の医療機関などとの連携を強化し、地域医療に貢献します。 

　また、市民の健康づくりを推進するため、医療および健康に関する

情報を発信します。 

(1) 地域の医療機関などとの連携強化 

　当院が主催する「地域医療連携の会」を年２回開催するとともに

地域医療連携誌「らしん盤（年２回発行）」、「月報らしん盤（毎

月ＦＡＸ送信）」による情報発信などにより、地域の急性期病院と

して、かかりつけ医をはじめとした地域の医療・福祉・保健機関、

介護施設等との連携強化に努めます。 

　連携医療機関への訪問等の働きかけをより積極的に行うとともに、

円滑な患者受入れ体制強化等により、紹介患者の増加に繋げます。

また、連携医療機関以外の二次医療圏内の医療機関に対して、患者

 紹介や連携に繋がるよう、ホームページの充実や広報等を行います。

　さらに、退院後の療養へ円滑に移行できるよう、福祉機関や保健

機関、介護施設等とも連携を強化するとともに、かかりつけ医等と

の間で地域連携パスの活用を図ります。 

　また、当院の登録医に対しては、医療安全や感染管理等に関する

研修機会を提供するとともに、引き続き当院の病床の一部を地域医

療機関に開放し、連携の強化と医療資源の有効活用を図ります。 

【目標指標】 

 令和３年度実績 令和５年度目標

 紹介率   
   35.4％ 50.0％ 
 （地域医療支援病院）＊６

 
 逆紹介率   
  88.8％ 120.0％ 
 （地域医療支援病院）＊７

 
 病床利用率 67.3％ 90.0％ 

  （一般病床利用率） （90.0％）

在宅復帰率 96.7％ 97.0％

　※病床利用率は、令和５年度より目標数値を一般病床（緩和病床、

　コロナ病床を除く）でも算出することとします。 

　　　　　＊６･･･分母：初診患者数－初診救急搬送患者数－初診時間外患者数 
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　　　　　　　　 分子：初診紹介患者数 

　　　　　＊７･･･分母：初診患者数－初診救急搬送患者数－初診時間外患者数 

　　　　　　　　 分子：初診逆紹介患者数  

(2) 教育研修の推進 

　地域の医療を担う医療従事者の育成に貢献するため、研修医又は

医療教育機関からの実習生の受入れを行うほか、専門医などの育成

に努めます 

ア　研修医の育成 

　教育研修プログラムなどの一層の充実を図り、臨床研修指定病

院として、研修医の技術および知識の向上に寄与します。 

イ　実習生の受入れ  

　秋田大学医学部、秋田市医師会立秋田看護学校等の実習病院と

して、次世代を担う医師および看護師の教育に努めるとともに、

医療技術者の育成のため、薬剤部、栄養科、リハビリテーション

科等においても実習生の受入れに努めます。加えて、社会福祉士

の実習生の受入れも行います。 

　また、秋田市との救急業務に関するメディカルコントロールに

ついての協定により、救急救命士の医学的知識や技能の習得に協

力します。 

ウ　専門医などの育成 

　学会又は日本専門医機構が認定する専門医の研修施設として、

専門医の育成に努めるなど、地域における医療の中核となる人材

の育成を図ります。 

　　(3) 市民への保健医療情報の提供・発信 

　市民の健康づくりを推進するため、感染防止対策を徹底しつつ、

各種院内教室や健康講座を開催します。出前講座については、コロ

ナ禍の中で、受入れに積極的だった団体等の解散などにより、多く

の参加者を望めないことから定期開催を見直し、ホームページに出

前講座の資料等を掲載するなど情報発信します。また、依頼があっ

 た場合には実施することとしております。
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　また、各種院内教室を開催した際には、アンケートを実施するな

ど受講者の理解度を把握し、内容の改善および充実を図ります。 

【目標指標】 

令和３年度実績 令和５年度目標

院内教室等実施回数 0回 42回

出前講座等実施回数 0回 目標なし

５　災害時の体制強化　 

　　　災害発生時に被災地内の傷病者の受入れ拠点となる災害拠点病院と

して、秋田県、秋田市、関係医師会等と協力して対応に当たることと

しており、院内での災害時対応訓練を強化し、常に３日分以上の災害

 備蓄品を確保します。

　また、大規模な災害、事故等の発生時に被災地に駆けつけ救急医療

を行うために組織した災害派遣医療チーム（ＤＭＡＴ）の２チーム体

 制を維持することに努めます。

　災害時病院間支援協定を締結している仙台市立病院および山形市立

病院済生館との連携を維持し、災害時の人的・物質的援助を優先的に

 提供しあいます。

　また、新たな感染症の発生時等には、状況に応じた病床の確保を行

い、関係機関と連携し受入れ体制強化に努めます。
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第２　業務運営の改善および効率化に関する目標を達成するためとるべき

　　措置 

　１　経営企画・分析力の向上 

　研修および資格取得等により、医療に関する知識を持つ人材を育成

するとともに、外部の病院経営に関する知見を活用し、経営企画・分

析力の向上を図ります。 

　また、経営分析システム等による診療情報等の分析と原価計算の実

施により、経営戦略的な観点での検討を継続し、院内全体で経営の強

化に繋げます。 

　２　外部評価 

　令和３年度の公益財団法人日本医療機能評価機構が実施する病院機

能評価の認定更新の際に指摘された事項を含め、継続的に医療機能の

改善を図るため、医療機能・患者サービス向上委員会を中心に取組の

 点検・検証を行います。

　また、全国自治体病院協議会が実施する医療の質の評価・公表等推

進事業に引き続き参加し、全国平均の指標と比較して医療の質の向上

に努めるとともに、当院のホームページにて当該指標を公開します。 

　３　効率的な診療体制の構築 

　電子カルテシステムの安定した運用により、引き続き患者情報の共

有化と医療提供の効率化を推進します。 

　また、医療の安全性の向上と標準化を図るため、クリニカルパスを

適用するとともに、随時バリアンス分析を行い、質の改善を図り、チ

ーム医療による効果的かつ効率的な医療を実践します。 

    【目標指標】 

令和３年度実績 令和５年度目標

 クリニカルパス使用率   
 54.9％ 56.0％ 
（患者数）＊８

 クリニカルパス使用率   
 24.5％ 26.0％ 
（日数）＊９

　　　　＊８･･･分母：新入院患者数 
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　　　　　　　 分子：パス新規適用患者数 

　　　　＊９･･･分母：入院延べ日数 

　　　　　　　 分子：パス適用日数合計 

４　経費の節減 

　契約に際しては、競争性を確保しつつ、提案方式による業者選定、

複数年契約、事業種類を組み合わせた複合契約など多様な契約手法を

 引き続き活用し、契約金額の圧縮に努めます。

　また、安全性や供給安定性に配慮しつつ、医薬品については可能な

限り後発医薬品への切替えを推進するほか、診療材料等については、

預託型ＳＰＤにより適正に在庫管理を行うとともに、削減効果が大き

い同種同効品へ可能なものから切替を行います。加えて共同購入へ継

続参加し、採用品目や購入金額の見直しを行い、削減効果が期待でき

る分野へ追加参加の検討をするなど、経費の節減に努めます。共同購

入の対象となった診療材料費について、令和４年度上半期は、合

 計47,940千円に対し、5,663千円(11.8％)の削減効果が得られました。

　さらに、職員のコストに対する意識の徹底を図ることにより、消耗

品、光熱水費等の経費の節減に努めます。 

【目標指標】 

令和３年度実績 令和５年度目標

診療材料費削減額割合   
 12.8％ 12.0％ 
（税抜き）

医業収益に対する薬品費割   
 16.2％ 14.9％以下 
合（税抜き）

後発医薬品使用率   
 92.8％ 91.0％ 
（数量ベース）

※医業収益に対する診療材料費割合は、令和５年度より診療材料費 

削減額割合としております。 

５　収入の確保 

　地域連携の更なる強化により集患に努め、入院患者の増加を図りま

す。また、診療報酬改定等の制度改正への迅速かつ適切な対応および

 未収金対策の強化により、医業収入の確保等に努めます。
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(1) 入院患者数の増加および入院単価の向上 

　入院患者を増やすための前方連携（集患）活動の強化や長期入院

患者の退院先確保のための後方連携活動の充実に努め、急性期病院

として高度な医療の提供に努めます。また、入退院支援を含めた病

 床コントロールの抜本的な改善を図ります。

(2) 診療報酬請求事務の体制強化 

　診療報酬請求事務を行っている委託業者への指導や、査定・返戻

への対策会議の定期的な開催により、診療報酬の請求漏れ、査定の

減少を図るとともに、より精度の高いＤＰＣコーディングを行い、

 適正な医療費の請求に努めます。

　また、指導料・管理料等の算定率の向上を図り、増収にも努めま

す。さらに、令和４年度より開始されたオンライン資格認証システ

ムを有効活用し、返戻の削減と、今後の制度改定に対応できるよう

 努めます。

(3) 未収金対策の強化 

　令和３年に導入した自動精算機を用いて、より円滑で利便性の高

 い会計運用に努めます。

　また、入院時における医療費の支払いについての説明を徹底する

とともにクレジットカード決済を継続し、未収金の発生防止に努め

ます。 

　さらに、未収金が発生した場合には、債権管理規程および当院で

策定した未収金対策マニュアルに基づき、未納者に対して督促等を

行い、一定の期間が経過しても納付がなされない場合には、必要に

応じて支払督促の申立て等の法的措置を行うほか、回収業務の民間

委託を引き続き実施し未収金の回収に努めます。 

【目標指標】 

令和３年度実績 令和５年度目標

個人分徴収率（現年度分） 99.1％ 99.5％

     （注）次年度５月末日時点 

(4) 急性期一般入院料とＤＰＣへの的確な対応 
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　一般病棟において平成30年度診療報酬改定で再編となった７対１

入院基本料に相当する急性期一般入院料１の算定要件の充足に努め、

収入を維持します。　 

　また、ＤＰＣの分析を行い、係数の向上に向けた取り組みを継続

 し、増収に努めます。

(5) 医業外収入の確保 

　病院資産を有効活用するなど、新たな収入の確保のための検討を

行い、実施可能なものについては、具体的な取組を進めます。
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第３　予算（人件費の見積りを含む。）、収支計画および資金計画 

１　予算（令和５年度） 

                                                 （単位：百万円） 

区　　分 金　　額

収入  

　営業収益 11,736 

　　医業収益 10,765 

　　運営費負担金等 936 

　　補助金等 35 

　営業外収益 182 

　　運営費負担金等 95 

　　補助金等 0 

　　その他収入 87 

　資本収入 1,230 

　　運営費負担金等 149 

　　長期借入金 1,023 

　　その他 58 

　計 13,148

支出  

　営業費用 12,355 

　　医業費用 11,901 

　　　給与費 6,288 

　　　材料費 3,194 

　　　経費 2,376 

　　　研究研修費 43 

　　一般管理費 454 

　営業外費用 200 

　資本支出 1,308 

　　建設改良費 1,042 

　　償還金 266 

　計 13,863
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２　収支計画（令和５年度） 

                                             　  （単位：百万円） 

区　　分 金　　額

収益の部 12,507 

　営業収益 12,333 

　　医業収益 10,744 

　　運営費負担金等収益 936 

　　補助金等 653 

　営業外収益 174 

　　運営費負担金等収益 95 

　　補助金等収益 0 

　　その他営業外収益 79 

　臨時利益 0

費用の部 14,369 

　営業費用 13,364 

　　医業費用 12,915 

　　　給与費 6,300 

　　　材料費 2,903 

　　　経費 2,167 

　　　減価償却費 1,505 

      資産減耗費 0 

  　  研究研修費 40 

 　 一般管理費 449 

　営業外費用 990 

　臨時損失 15

純利益 △1,862
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３　資金計画（令和５年度） 

                                                （単位：百万円） 

区　　分 金　　額

資金収入 16,948 

　業務活動による収入 11,918 

　　診療業務による収入 10,765 

　　運営費負担金等による収入 1,031 

　　その他の業務活動による収入 122 

　投資活動による収入 207 

　　運営費負担金による収入 149 

　　その他の投資活動による収入 58 

　財務活動による収入 1,023 

　　長期借入による収入 1,023 

　前期年度計画からの繰越金 3,800

資金支出 13,863 

　業務活動による支出 12,555 

　　給与費支出 6,637 

　　材料費支出 3,194 

　　その他の業務活動による支出 2,724 

　投資活動による支出 1,042 

　　有形固定資産の取得による支出 1,042 

　財務活動による支出 266 

　　長期借入金の返済による支出 210 

　　移行前地方債償還債務の償還による支出 56

次期年度計画への繰越金 3,085
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第４　短期借入金の限度額 

１　限度額　　8,000百万円 

２　想定される短期借入金の発生理由 

(1) 運営費負担金等の受入れ遅延等による資金不足への対応 

(2) 賞与の支給等一時的な資金不足への対応 

(3) 医療機器等の購入に係る一時的な資金不足への対応 

(4) 病院の改築工事に係る一時的な資金不足への対応 

 

第５　出資等に係る不要財産等の処分に関する計画 

なし 

 

第６　その他の重要な財産を譲渡し、又は担保に供する計画 

なし 

 

第７　剰余金の使途 

決算において剰余金が生じた場合は、病院施設の整備、医療機器の購

入等および病院改築事業に充てます。 

 

第８　その他業務運営に関する重要事項 

１　法令・行動規範の遵守 

　医療法をはじめとする各種関係法令を遵守するとともに、倫理的な

問題を含むと考えられる医療行為については、臨床倫理に係るガイド

ライン等を参考に、病院内の倫理委員会又は治験審査委員会において

十分な検討を行います。 

  また、患者の個人情報の保護および患者又は家族からの情報開示請

求については、個人情報の保護に関する法律（平成15年法律第57号）、

当院の個人情報の保護に関する法律施行規程、その他関係法令に基づ

 き適切に対応します。

  なお、職員の倫理、行動規範および公益通報制度については、関連

する規程の周知徹底を図るとともに、全職員を対象にコンプライアン
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ス研修を実施します。 

２　内部統制の推進 

　業務執行が法令等に適合すること等を確保するための体制および業

務執行の障害となるリスクに対応するための体制を適切に運用し、内

部統制の取組を推進します。 

　また、適切な情報セキュリティ対策を講じます。 

３　新たな人事制度の運用と就労環境の整備 

職員の意欲を高め、能力を最大限に発揮させるため、新たな人事制

度を運用するとともに、職員の就労環境の整備を図ります。 

(1) 新たな人事制度の運用 

　職員の勤務成績等を適正に評価する人事評価制度を運用するとと

もに、各職種を適正に評価することができるよう能力評価項目の適

宜見直しを図ります。また、昨年度トライアルとして導入した目標

管理における目標達成度評価を、当院の人事制度のひとつとして位

 置づけ、効果的な運用を図りながら、継続して実施します。

　なお、評価結果を給与制度などに反映させることについての検討

は引き続き行いますが、まずは人事評価制度を院内に浸透させるこ

 とを当面の目標とします。

(2) 就労環境の整備 

　地域医療を守る使命を全ての職員が共有し、一体となって質の高

い医療を提供できるよう、ワーク・ライフ・バランスに配慮した就

労環境の整備に努め、時間外労働の短縮等に取り組みます。 

ア　看護師については、変則二交代制の検証結果を踏まえ、多様な

勤務形態について検討、業務改善を行います。 

　医師については、国が推進する働き方改革に対応するため、医

師等の働き方改革推進委員会にて、タスク・シフティングによる

負担軽減や長時間労働是正について引き続き検討するとともに、

就労実態を把握して常態的に限度時間を超える職員については上

司等による面談・指導を実施します。さらに、宿日直許可取得に

 向けた課題整理を行い、宿日直許可の届出を行います。
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　また、育児休業、介護休業などの福利厚生制度についての周知

 を図るとともに、引き続き個別相談にも随時対応します。

イ　引き続き院内保育所を運営し、職員の育児を支援します。 

ウ　職員の健康保持のため、産業医等によるメンタルヘルスを含む

健康相談体制を維持するほか、職員健診の受診状況を管理し受診

 率の向上に努めます。

　また、ストレスチェックを実施するとともに、引き続き産業医

や外部医療機関との提携等によって「うつ」などのメンタルヘル

ス不調に備えます。 

４　病院の改築と医療機能の拡充 

　市立秋田総合病院改築基本構想に基づく改築事業として旧病院解体

 および屋外環境整備等工事を進めます。

　また、随時、病院の改築に係る進捗状況をホームページなどで市民

へ情報発信します。 

５　秋田県地域医療構想を踏まえた当院の果たすべき役割 

　当院は、緊急・重症な状態にある患者に対して急性期医療を24時間

提供するとともに、結核・精神・救急などの政策的な医療も総合的に

提供する地域の中核的な病院としての役割を継続します。 

　また、令和４年10月に開院した新病院において、より良質で安全な

 医療機能を提供できるよう引き続き努めます。

　さらに、秋田県地域医療構想に掲げられている地域包括ケアシステ

ムの推進や医療提供体制の再編・ネットワーク化については、地域医

療構想調整会議に参加し、適宜検討します。
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第９　その他市の規則で定める業務運営に関する事項 

１　施設および設備に関する計画（令和４年度） 

                                                  （単位：百万円）

施設および設備の内容 予定額 財源

病院施設および医療機器等  秋田市からの 
 130  
整備 長期借入金等

  秋田市からの 
病院改築事業 893  

長期借入金等

 

（注）＊１～＊５、＊８および＊９の目標指標は、公益財団法人全国自治

体病院協議会が行う「医療の質の評価・公表等推進事業」の定義による指

標である。


